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1 はじめに

人間の知的活動の多くは言語によって行われており、

AI・機械学習における言語データの重要性は言うまでも

ない。しかし言葉は人が作り出すものであるため、著作

権等の権利の制約があり、研究開発に自由に使うことが

でき、かつ実用に直結した研究を可能とする大規模デー

タは存在しない。

機械翻訳をはじめとする自然言語処理、さらには広

く人工知能の研究開発にはビッグデータが必要である。

AI・機械学習を活用したシステムの開発の重要性が高

まっており、実社会のテキストを大規模に蓄積し、誰も

がシステムの開発と実証を行える環境（プレイグラウン

ド）を整備することが必要である。産官学の様々なプレー

ヤーが連携し、この環境を用いてデータの蓄積・共有、

システムの開発・実証を行い、協働ユーザの増加と実用

化を推進することや、この枠組みを用いて、ビッグデー

タを用いたAI・機械学習教育による人材育成を行うこ

とは重要な意味を持つ。

このようなデータの活用をとおして、新しいビジネス

を作り出すことが可能となろう。誰もが実際のデータで

サービスを開発することができ、それをビジネスとして

実証できる。大企業や大学等での実用的研究開発から中

小企業や学生によるユニークな研究開発まで、幅広い研

究開発の実施が可能となる。このような考えのもと、我々

はビジネス利用も可能な公開データを蓄積する枠組みの

検討を進めている。

ニューラル機械翻訳など最近の研究は大量のデータ

が必要である。ニューラル機械翻訳は既にかなりの高精

度になっているが、誤訳や訳抜けの問題がある。この解

消には対象分野へのチューニングが有効と思われるが、

チューニング用のデータが存在しない分野も多い。でき

るだけ多くの分野で研究用の対訳データを収集し、公開

する枠組みが必要である。また、情報処理の分野ではア

カデミックとビジネスの切り分けが難しいことから、現

在検討中の枠組みではアカデミックだけではなく、ビジ

ネスユースも可能なデータを公開することを目標とす

る。なお、ここでいう公開は無償・無制限ということに

限らず、様々な条件での公開を想定している。

企業においては、たとえ公開を目的とした文書のデー

タであっても、公開を許諾しない場合が多い。しかし自

社文書の提供（公開）が、より大きなビジネスチャンス

に結び付き、非競争領域で協力することにより、競争領

域での個々の競争力の強化に集中できるというメリット

を理解してもらう必要があろう。

2 データ収集と公開の試み

我々は以下のような手段で、小規模ではあるが公開用

のデータを収集することを目指した。

（1）�大学や自治体、企業等が翻訳した対訳データを収

集し、公開する。

本学で人手翻訳した大学のウェブページや、賛同して

くれた地方自治体の対訳データを公開する。現時点では、

地方自治体からは観光分野の対訳データの提供を受けて
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いるが、その量は少ない。データの提供を受けた場合に

も、冊子による提供の場合は公開データにまで加工する

にはコストがかかる。自治体等からの翻訳の発注時に対

訳形式のデータの納品も求めることが一般化することが

望まれる。実際、本学のウェブページの翻訳では、その

条件を付けたがコストは増加しなかった。

（2）�企業から公開可能なデータを提供してもらう。

上記の方法では、集められるデータの量は少ない。企

業からは広報用の文書などが大量に翻訳会社に発注され

ている。企業の内部文書と異なり、プレスリリースなど

の広報用の文書は公開されているものであり、そのデー

タを研究用に公開しても、企業側のデメリットはない。

長期的に見れば、その分野の機械翻訳の性能向上につな

がり、企業側のメリットにつながる。このようなことを

理解してもらい、対訳データの提供を受けることを目指

している。

（3）�ニューラル機械翻訳による対訳データを公開する。

上記の枠組みが実際に動き始めれば、日々のプレス

リリースの対訳が蓄積されていき、大規模な対訳データ

ベースとなる。しかしながら、賛同する企業を得るため

にはデータの規模が翻訳精度の向上につながり、各企業

や社会全体に対する大きなメリットとなることを示し

て、企業の理解を得る必要があるが、そのメリットを示

すに足る対訳データがないことが問題である。このため、

日本語テキストについて、所有者の許諾を得、ニューラ

ル機械翻訳を用いて、それを英語に翻訳することで大規

模な対訳データを作ることを考えた。

3
ニューラル機械翻訳による対訳デー
タの作成

翻訳会社等の知見では、高性能のニューラル機械翻訳

の出力が翻訳プロセスの効率化に役立つことが分かって

いる。機械翻訳システムの学習データとしてニューラル

機械翻訳の出力を用いることが、対訳のない分野への機

械翻訳の適用にどの程度有効かを検証し、それを示すこ

とで、データ共有への理解を深めることを目指している。

高性能の実用ニューラル機械翻訳システムの実現のた

めに、大規模な対訳データを用いた学習が行われている。

そのようなシステムにおいても、専門用語や固有名詞は

苦手で、誤訳を生じることがある。この問題を解決する

には既存のニューラル翻訳システムに対し、それぞれの

分野のテキストで学習させる、いわゆる転移学習の手法

があるが、元のシステムが膨大なデータで学習している

状態で、各分野の小規模なテキストを用いて有効な学習

を行う手法は未発達である。一方で小規模ではあっても、

その分野の対訳テキストだけで学習をさせて、その分野

に特化した機械翻訳システムを実現するという考え方が

ある。

100万文規模のASPECコーパス（他分野テキスト

として使用）と10万文規模の自動車整備マニュアル（対

象分野テキストとして使用）の対訳データを用いた実験

では、他分野のテキストで学習したシステムでは高精度

の翻訳は実現できなかった。転移学習もあまり効果的で

はなかった。文書量は少なくても、同じ分野の文での学

習が最も高いbleu値を示した。10万文規模の対訳デー

タが準備できる場合は、ニューラル機械翻訳システムを

分野チューニングできる可能性が示された。

では、対訳データがほとんど、あるいは全くない分野

ではどのような方法が考えられるであろうか。元の文を

人手翻訳してコーパスを作ることはコストの面で実用的

ではない。流暢度が高いニューラル機械翻訳システムで

翻訳し、対訳を作り、それで学習することで対象分野の

機械翻訳システムを実現することは可能であろうか。

実験用に使ったデータは、約14万文のソフトウェ

アのマニュアルの日英対訳である。この日本語文を

google 翻訳した。

100万文規模の学習データ（ASPEC 対訳データ）

で機械翻訳をトレーニングして、その分野の文を翻訳す

ると（試行1）それなりの bleu 値がでる。しかしその

翻訳システムで、別の分野の文（ソフトウェアのマニュ

アル）を翻訳させると性能は極めて低い。これに対して、

ソフトウェアのマニュアルの日本語文をGoogle 翻訳

して、できた対訳を学習データとしてトレーニングした

機械翻訳システムで、ソフトウェアのマニュアルの文を

翻訳すると、試行1と同等以上の性能が出る。

これをさらに向上させるためにはGoogle 翻訳の出

力から、精度の低そうな文を取り除くことが有効であろ

う。残った精度の高そうな文だけを使って学習させる。

また、精度の低そうな文を見つける手法が実現できれば、
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ニューラル機械翻訳の出力を後修正する場合に、後修正

の必要性が高そうな文から作業を行うといったことが可

能となる。

4
大規模テキストデータ・プレイグラ
ウンドシステム

集められたテキストデータを用いて、誰もが研究を行

える大規模テキストデータ・プレイグラウンドシステム

はAI・機械学習分野において、様々な効果が期待できる。

設置された辞書・大規模テキストデータ・ツールを用い

て、ユーザは対象分野の精度の高い翻訳などの言語情報

を容易に得ることができる。これにより、各ユーザはそ

れぞれの対象分野において、大規模データとAI・機械

学習技術によって得られるメリットを確認し、実用化に

進む。

利用できるデータ量（規模）が増え、高品質になるこ

とにより、得られるメリットは急激に増加する。ビジネ

ス上は競争相手であるユーザたちが、文書作成や翻訳と

いった非競争領域では協力（データ共有）することが双

方の（さらには我が国の）利益につながる。企業ユーザ

がプレイグラウンド上での実証で、これを認識すること

により、従来クローズドであったデータ（内部文書）の

オープン化が進展する。内容の保証のある高品質なデー

タを連携ユーザに提供することにより、雑多な大量デー

タを利用する研究開発では得られない実用的な言語情報

処理システムを実現する。

システムの構成は以下のようなものが想定される。

1）�実用に足る規模の大規模テキストデータを迅速に利

活用できるようにするため、大量のテキストデータ

を蓄積し、データを高速に検索し、実証実験を行え

る大規模ディスク群を伴う計算機システム。

2）�実用化したい分野のテキストデータをインターネッ

ト上から収集したり、収集したデータを分類したり、

データベース上のテキストを解析・翻訳するために

は、言語に関する情報（辞書）が必須である。これ

を実現する日本語辞書・英語辞書・概念辞書等から

なる大規模電子化辞書群。

3）�ユーザが実際の場面でのテキストを大量に収集し研

究開発を行う前に、フィジビリティスタディとして

中規模のデータで実験を行うことを可能とするため

の、構文情報・意味情報等の言語情報（正解情報）

大規模テキストデータ・プレイグラウンドシステム

〔5〕 
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が付与された日英対訳テキストデータ。

4）�計算機システム上で稼働し、大規模辞書を用いて、

本システムに蓄積された大規模テキストデータか

ら、ユーザの研究開発の条件に合ったテキスト群を

的確に抽出する検索ツールボックス。

本システムは、情報系の研究者に限らず、企業も含め

た幅広いユーザに大規模データの利用体験から実ビジネ

スに向けたシステムの研究開発までの環境を提供するも

のである。このため、学内利用、共同研究ユーザの利用

はもちろん、他大学・企業等のユーザにも研究利用を可

能とする。この場合、テキストデータの著作権・利用許

諾が課題となるが、自治体からのデータなどについては、

既に一般公開が可能との感触を得ている。

5 おわりに

システムを公開し、蓄積された技術やデータをデータ

ごとに定められた条件で、誰もが容易に利用できるよう

にすることで、自然言語処理に関係する研究開発が急速

に拡大・加速することが期待される。特に、これまで言

語関連研究の経験のないユーザにおいても、データや技

術の有効性を容易に確認することが出来、大規模データ・

AI・機械学習のビジネス活用への発想を高めることが可

能となる。これにより機械翻訳などの自然言語処理技術

とデータを活用したシステムが様々な分野で社会実装さ

れる。

興味を持った企業が大規模な開発に乗り出す前にプレ

イグラウンドにおいて適切な分野及び規模のデータで検

証することが可能になることによって、幅広い地域・分

野・業種からの研究開発提案が期待できる。作成に高い

コストがかかる辞書やデータを連携ユーザが持ち寄る、

あるいは共同で作成することにより、個別開発と比べて、

大幅なコストダウンが見込まれる。
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